
関東地方整備局「Ｒ２国道号塩浜立体海側擁壁その２工事」
新井組

東北地方整備局「阿武隈川下流白石川地区堤防浸透対策工事」
熱海建設
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工事完了後全景

　宮城県柴田町阿武隈川下流白石川地区の堤防強化
を目的に、延長ｍの河川土工や護岸基礎工、法
覆護岸工、ドレーン工などを行っています。
　当現場では、今年１月から建設キャリアアップシ
ステム（ＣＣＵＳ）を導入し、カードリーダーによ
る就業履歴の統計や作業員名簿・資格証の確認に役
立てています。実際にカードを使用する現場作業者
に意見を聞いたところ、「自分の経験を客観的に証
明できるようになったことはうれしい。将来の安心
にもつながる」と話してくれました。
　こうした反応が少しずつでも現場の人たちに広が
っていけば、建設業の担い手確保にも貢献できるの
ではないかと感じています。
　近年、異常気象による自然災害が頻発しており、
「記録的」や「数十年に１度」といった言葉を毎年
のように耳にします。災害時、建設業は最前線で地
域社会の安全・安心の確保を担う地域の守り手とし
て、国民生活や社会経済を支える大きな役割を担っ
ています。その期待と責任に応えられるよう、最後ま
で丁寧に質の高いものづくりを心掛けていきます。

■発　注　者／東北地方整備局仙台河川国道事務所
■工事場所／宮城県柴田町槻木新白幡～寺入山、下

名生剣塚～須川前
■工事内容／コンクリートブロック張による堤体強

化、堤防法尻部の排水対策（ドレーン
工）

■工　　期／年月日～年月日
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コンクリートブロック設置完了

国土交通省所管工事から

ＤＸ、
処遇改善、
ダイバーシティー…

現場は常に
変革・進化している

起点側から見た現場全景

擁壁の３次元モデル

現場代理人
　松尾　美彦氏

　本工事では、国道号線塩浜交差点付近で立体
交差を伴う４車線化のための現場打擁壁を、施工延
長約ｍにわたって構築します。工事内容は、φ
、Ｌ．．ｍの基礎杭を本と、幅．ｍで高
さが約．．ｍのＵ型の擁壁を構築する工事です。
　現在、基礎杭の着手に向けて支障物を撤去する工
事を行っているところです。工事期間中は地域の皆
さまとコミュニケーションをとりながら環境保全に
努めすとともに、特に振動、騒音に細心の注意を払
い、安全に作業を進めていきます。
　当社では、数年前からＢＩＭ／ＣＩＭを導入して
おり、設計図書の照査や効率的な施工計画に基づく
人材・資機材の最適配置、さらには４Ｄモデルによ
る工程ステップの検証など、現場の生産性向上への
取り組みを進めています。
　今回の工事では、これまで当社のＢＩＭ／ＣＩＭ
活用工事で得た知見をさらに進化させて、施工プロ
セス各段階での問題解決に取り組み、施工の効率化
を図っていきます。

■発　注　者／関東地方整備局首都国道事務所
■工事場所／千葉県市川市塩浜３丁目地先
■工事内容／作業土工一式、既製杭工本、ＰＨＣ

杭φ㎜（．ｍ～．ｍ）、場所
打擁壁工一式（コンクリート約，
㎥、鉄筋約ｔ）、構造物撤去工一式、
交通管理工一式

■工　　期／年４月１日～年３月日

職人の経験が品質をもたらす研磨作業 スキルを問わない自動金型交換装置付ベンディングマシン

ブルームバーグ新欧州本社屋の螺旋階段

　建築物の金属製内外装工事を手がける菊川工業（本社：東京
都墨田区、宇津野嘉彦社長）は、創業以来八十余年にわたって
金属建材のオーダー加工を手がける。職人が培った技術の蓄積
と、最先端の加工技術を駆使する。最近の施工事例の代表格は、
年に完成した経済・金融情報サービス会社「ブルームバー
グ新欧州本社屋」（イギリス）に設置された、アトリウムの巨
大なブロンズ製の螺旋階段だ。ここには、同社によるＦＳＷ
（摩擦攪拌接合）、レーザー溶接、Ｒブロンズ・ハニカム接着
工法といった先端技術が投入された。
　金型を用いない成型技術「インクリメンタルフォーミング」
の登場も、少量多品種や複雑な形状の製品製作を従来工法より
も安価で短期に対応できるようになった。３次元切削など、さ
まざまな加工を組み合わせることで、アイディア次第で複雑な
形状を成型する。ここで重要なことは、複雑な製品設計形状デー
タを、直接機械へのプログラムとして流用する際、「設計図と
イメージ通りに加工できるまで」、社員が経験に基づきプログ
ラムをカスタマイズし、機械設定も調整していることだ。
　一方、スキルを必要とする金型交換を自動化し、段取り時間
を大幅に削減したり、曲げデータの自動作成と手順を直感的に
可視化したりすることで、経験の浅いオペレーターでも効率的
な作業を可能とした自動金型交換装置付ベンディングマシン

は、〝ＷＩＴＨコロナを見据えた経営戦略〟の柱の一つである
「技術力の強化・デジタル化（ＩｏＴ）」の一環と位置づけて
進められている。先端技術を導入しながらも、技術と経験の裏
打ちが備わればこその品質だという。
　若手社員の教育については、月に一度、競技会を開きスキル
アップの顕章と社内資格授与を行っている。ユニークなところ
では、個々の社員が自己改革を課題提案するメモ提出がある。
提出までは他社にもありそうだが、同社の場合「毎週、三件」
という厳しさが特徴。しかしこれがモチベーションの維持向上
に役立っているという。
　現在、同社は経営目標として取引先社達成に向け、ウェ
ブを駆使した商品や加工技術、事例などの情報アピールを元に
した営業戦略も進めている。ウェブ営業サイトリニューアル時
の取引相手は社程度だったが、年々拡大が続き、商談が成
立している。より強い関心を持った顧客に対しては、千葉県白
井市に所在する工場、キクカワテクノプラザ内に、あらゆる加
工技術と、生産された製品と同じマテリアルのサンプルを展示
した「STUDIO K+」が開設され、直接商談に臨める。
　職人の手仕事を鍛え、経験をデータに載せ、建築現場が求め
る製品の施工精度や高品質、納品速度など、建築の設計ニーズ
を絶えず支えることが、菊川工業の理念と信頼なのだ。


